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【Society5.0】
〇 具体的にどのような形で、デジタル化、Society5.0実現に向けて具体的に何をやるのか、分野を絞り込んでいくことが必要。

スマートシティ、スーパーシティを海外で展開したいのか。現に、国内の自治体でそのような取組がある。その中で、医療、
ヘルスケア、安心・安全対策、災害対策などを入れ込んだ場合、そのためにICTが必要なのかを議論すべき。懇談会や国際
戦略・技術戦略WGでは、具体的なメニューを掲げて議論していただきたい。

〇 Society5.0の見方としては、「人と機械との共創」時代へ突入している、 知能化社会であると考えている。

〇 Society5.0では、ICTのリアルタイム性、ダイナミック性、リモート性の３つの機能を最大限活用し、最適解を見つけていくと
いうことが基本的な考え方。

〇 Society5.0を作るために１番重要なのは、デジタルガバメント。デジタル化の最大限の価値を引き出すには、例えば、セント

ラルだけではなく、ローカルも含めて同時にデジタル化しなければならない。シンクロナイゼーションが大事。企業でも同じで、
大企業だけではなく中小企業もデジタル化し、コネクトして、はじめてデジタル化の価値が出てくる。

〇 ICT分野でのイノベーションには、特に海外ではベンチャー企業が重要な役割を果たしている。

【Society5.0の未来像】
〇 ICTは2030年まで更に進展する（５Ｇ、IoT、AI、ビッグデータ等の大規模社会実装が本格化）。

〇 人そのものをICTで強化するという「Human6.0」が長期的には期待される。

〇 70代後半までの労働参加、社会参加を前提としたアシスト技術に期待。

〇 IoT、AI、遠隔技術が人的資源の不足を補完する。

【デジタル化による格差の改善】
〇 デジタル化は、包摂的・インクルーシブなものでなければならない。
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【SDGsの実施】
〇 SDGsについては、概念ではなく具体的な実践が求められている。

〇 SDGsは、マルチステークホルダーの協力体制が必要。

〇 APTのような組織と連携しながら、SDGsに貢献をしていくことが重要。

〇 ICTで途上国のSDGs達成にどう貢献できるかの視点が重要。TICADが2019年８月末にあり、そこでの取組との整合性が取
れるとよい。

【SDGsの達成に貢献するICTの利活用】
〇 ６年間、ICTを利活用した街づくりに関与してきた。ICTやデジタルはツール。それを使ってどういう街づくりをしたいのか構想

があってその構想実現のために、どのICTをどのように使うのかが問題。街づくりでいえば、首長のリーダーシップ、構想が

あるかないかが重要。まずは、どういう街づくりをしたいのか、どのような問題を解決したいのか、それが先にないといけな
い。

〇 日本のICTインフラの上に世界のショーケース/モデルを構築するのがよい。街づくりは、分散ではなく、海外で張り合えるよ
うなテクノロジー集積の都市をつくることが重要。

〇 一つの都市で何でもできるという「スーパーシティ」の社会実装が重要。キャッシュレスサービスをスーパーシティで提供
することを検討すべき。

〇 デジタル化によるSDGsの実現となれば、スマートアグリ、遠隔医療、映像伝送技術(virtual reality活用含む)が期待される。
例として、「５Ｇ利活用による新たなビジネス創造のためのパートナー連携」分野での事例として、“日本酒造り”工程のData
による“見える化”の取組がある。

〇 例えば、ICTを使って、どこで電力が過剰になりそうか予測し、他の地域で実行中の処理をその地区に移動し、エネルギー
消費のグリーン化に能動的・積極的に貢献することを考えてよいのではないか。

〇 日本も地上配備方のインフラ輸出だけでなく、例えば、米国で取り組んでいる成層圏で太陽光だけで飛行するドローン型
のＷｉＦｉのような、技術開発とドローンと再生可能エネルギーを組み合わせたものの海外展開について検討すべき。
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【地球温暖化対策×ICT】
〇 地球温暖化対策としてエネルギー源が再生可能エネルギーにシフトする中で、従来のような大規模データセンターが消費

する電力を再生可能エネルギーで確保することは難しく、今後は小規模・分散化されたエッジコンピューティングの方向に向
かう可能性が高い。一方、近年太陽光発電の導入が進み、電力系統の安定性の観点から、太陽光発電の出力制限が始
まっている。例えばICT を使って、どこで電力が過剰になりそうか予測し、他の地域で実行中の処理をその地区に移動し、エ
ネルギー消費のグリーン化に能動的・積極的に貢献することを考えて良いのではないか。

【宇宙】
〇 「最後のフロンティア」といわれる宇宙分野においても、「宇宙ベンチャー」が台頭し､宇宙分野の発展に重要な役割を果た

しつつある。宇宙分野に閉じることなく、宇宙から地球を撮像して得られるビッグデータや宇宙からもたらされる高精度測位
情報を他の分野の情報と組み合わせることにより、先駆的なイノベーションをもたらし社会を活性化していくことも重要な視
点である。

○ 宇宙と地上の垣根を越え、オールジャパンで取り組むことはもとより国際連携も含めて、ICTを活用したイノベーションがも
たらす第四次産業革命、Society5.0 の具体的な実現に向け、技術の進展や需要を喚起する方策、それを社会に実装するた

めの常識を超えた仕組み等について議論を深め、戦略を練り上げていくことが重要である。その中で宇宙の活用方法もぜ
ひ議論していきたい。








